
■井戸等の応急修理に係る手続きの流れ 

 

 

  

①アンケート回答 ②受付

③支援該当者確認

④事前調査連絡

⑥立ち会い ⑤申請情報確認・現地踏査

⑦現地踏査・被災者情報送付 ⑧被災者情報受理

⑨追加情報確認連絡

⑩現地調査（洗浄可否判断）

⑫井戸洗浄、調査結果説明

【洗浄実施不可の結果の内容（例）】

　・井戸等の構造等の問題により洗浄の実施が困難と判断された。

　・井戸を洗浄しても、機能の回復が見込めないと判断された。

　・井戸に損傷がなく、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機等の損傷と判断された。

１.　井戸洗浄支援

⑪井戸修理支援（→２.①）へ

⑬復旧完了

  （被災者）        者 

洗浄可能 

回復しない   

洗浄不可 

回復した   



 

修理 者紹介依頼※1 修理 者紹介（井戸等）※1

①見積書依頼 ②見積書提示

③見積書受理※2

④応急修理申込※3 ⑤審査

⑥工事実施連絡

⑦工事依頼 ⑧工事受 

（A:応急修理分）

⑪工事内容確認 ⑩請書受理・契約 ⑨請書送付

（A:応急修理分） （A:応急修理分） （A:応急修理分）

⑬個人契約 ⑫個人契約

（B：被災者負担分） （B：被災者負担分）

⑮工事完了確認 ⑭工事実施

⑯完了報告、費用請求

⑰審査・支払い ⑱受理

（A:応急修理分） （A:応急修理分）

⑲個人契約の支払い ⑳受理

（B：被災者負担分） （B：被災者負担分）

※3　提出書類等

２.　井戸修理支援

（全国さく井協会・設備 者等）

　応急修理申込書（様式第1号/様式第1号の2）、被害状況に関する申出書（様式第1号の3）、資力に関する申出書

　（様式第2号）、修理前の現況が分かる写真、修理見積書（様式第3号）※4、「井戸等の応急修理」申込チェック

　シート等

　※4「修理見積書」は後日提出も可能ですが、工事決定の審査のために必要となります。

※1　被災者自身で 者を選定しても可

  （被災者）     修理 者 

自 負担が  る   

自 負担が  る   

自 負担が  る   

※2「1 井戸洗浄支援」を受 ない  は、洗浄不可の申出書 

    （様式第3号の2）も  て提出しても   と。 


